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市区町村名 愛媛県松前町 

担当部署 保健福祉部町民課 

電話番号 （089）985－4117 

 

１ 取組事例名 

ひまわり咲くバイオマスタウンまさきの挑戦 

～ひまわり油と使用済み食用油を利活用した環境にやさしいまちづくりを目指して～ 

２ 取組期間 

平成１８年度～（継続中） 

３ 取組概要 

環境にやさしいまちづくりを目指したバイオマス推進事業を実施。 

地域住民が栽培したひまわりの種から採れた油と、町民から回収した使用済み食用油をバイオディーゼル

燃料に精製し、町の公用車や町内を巡回するコミュニティバスの燃料として使用することで、地球温暖化と

水質汚濁の防止を図り、美しいまちづくりや環境づくりを目指す。 

４ 背景・目的 

愛媛県が推進する「えひめバイオマスプロジェクト」のモデル町として、平成 18 年度から町花ひまわり

を活用したバイオマス推進事業を開始した。 

ひまわりの栽培や使用済み食用油の回収を通して、地域住民と行政が協働してバイオマスの利活用に取り

組むことで、資源のリサイクルを推進し、環境にやさしい、環境への負荷が少ない循環型社会の形成を目指

す。 

５ 取組の具体的内容 

ひまわりの栽培は平成 18年度から住民が遊休農地を利用し、播種作業から定植・収穫作業を実施。 

種から採取した油は、町内の保育所の給食や地域のバザー等で使用され、その後は使用済み食用油として

回収する。 

 平成 20 年度からは、町内 6 箇所に専用の油回収ボックスを設置し、住民が家庭から出た使用済み食用油

を持ち込めるようにして回収している。 

 回収した使用済み食用油は、バイオディーゼル燃料に精製され、町の公用車 1台と町内を巡回するコミュ

ニティバス（ひまわりバス）の燃料に利活用されている。 
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 使用済み食用油回収量使用済み食用油回収量使用済み食用油回収量使用済み食用油回収量    

年度年度年度年度    
回収量回収量回収量回収量    

（ｋｇ）（ｋｇ）（ｋｇ）（ｋｇ）    

うち、回収うち、回収うち、回収うち、回収 BOXBOXBOXBOX

による量による量による量による量    

１８１８１８１８    ２，７５８２，７５８２，７５８２，７５８    
    

１９１９１９１９    ３，０８８３，０８８３，０８８３，０８８    
    

２０２０２０２０    ３，６３６３，６３６３，６３６３，６３６    ６６４６６４６６４６６４    

２１２１２１２１    ２，４０３２，４０３２，４０３２，４０３    １，６７１１，６７１１，６７１１，６７１    

２２２２２２２２    ６，９７３６，９７３６，９７３６，９７３    ２，５７９２，５７９２，５７９２，５７９    

２３２３２３２３    ７，８７３７，８７３７，８７３７，８７３    ３，４７５３，４７５３，４７５３，４７５    

２４２４２４２４    ９，２２２９，２２２９，２２２９，２２２    ３，０９５３，０９５３，０９５３，０９５    

２５２５２５２５    ９，２２４９，２２４９，２２４９，２２４    ２，７５７２，７５７２，７５７２，７５７    

２６２６２６２６    ７，９３８７，９３８７，９３８７，９３８    ２，５９５２，５９５２，５９５２，５９５    

２７２７２７２７    ７，６７８７，６７８７，６７８７，６７８    ２，９５１２，９５１２，９５１２，９５１    

ひまわりの種収穫量及び搾油量ひまわりの種収穫量及び搾油量ひまわりの種収穫量及び搾油量ひまわりの種収穫量及び搾油量 

年度年度年度年度 作付面積（作付面積（作付面積（作付面積（a)a)a)a) 収穫量収穫量収穫量収穫量(kg)(kg)(kg)(kg) 
搾油量搾油量搾油量搾油量

(ℓ(ℓ(ℓ(ℓ）））） 

１８１８１８１８ ９３９３９３９３ ７６２７６２７６２７６２ ９２９２９２９２    

１９１９１９１９ １１８１１８１１８１１８ １，３７６１，３７６１，３７６１，３７６ １７４１７４１７４１７４ 

２０２０２０２０ １０７１０７１０７１０７ １，３０６１，３０６１，３０６１，３０６ １３９１３９１３９１３９ 

２１２１２１２１ ８１８１８１８１ １，２０５１，２０５１，２０５１，２０５ １５９１５９１５９１５９ 

２２２２２２２２ １１５１１５１１５１１５ １，３４８１，３４８１，３４８１，３４８ １４６１４６１４６１４６ 

２３２３２３２３ ９６９６９６９６ ８６９８６９８６９８６９ １２６１２６１２６１２６ 

２４２４２４２４ ９６９６９６９６ １，２７９１，２７９１，２７９１，２７９ １９８１９８１９８１９８ 

２５２５２５２５ ７８７８７８７８ １，７６０１，７６０１，７６０１，７６０ １４４１４４１４４１４４ 

２６２６２６２６ ７８７８７８７８ １，４７０１，４７０１，４７０１，４７０ ８６８６８６８６ 

２７２７２７２７ ６８６８６８６８ １，２８０１，２８０１，２８０１，２８０ １５０１５０１５０１５０ 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

ひまわりの栽培は、行政主体ではなく地域住民が一体となって主体的に取組んでいるため、住民間の連帯

感が生まれ、地域のコミュニティ力の向上にもつながっている。 

ひまわりバスのバイオディーゼル燃料の使用は、路線バスとしては県内で初めての取組であり、全国的に

も事例は少ない。 

７ 取組の効果・費用 

バイオディーゼル燃料を使用することは、従来の化石燃料と比較して二酸化炭素の排出量を削減すること

ができ、地球温暖化対策に寄与するとともに、回収した使用済み食用油を使用していることにより、河川等

の水質汚濁の防止やごみの減量にもつながる。 

また、ひまわりの栽培を地域が行っていることから、開花時には、地域が主体となって、「ひまわり祭り」

を実施したり、種を搾油したひまわり油を地域の文化祭のバザーで活用する等、地域のコミュニティ活動の

活性化及び地球温暖化防止の意識を啓発する活動にもなっている。 

 

＜取組による二酸化炭素削減量＞ 

町公用車：478kg（平成 21 年度～平成 27 年度実績） 

町内巡回バス（ひまわりバス）：1,440kg（平成 28年 8 月～平成 29 年 3 月までの見込み） 
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＜費 用＞ 

平成 18 年度 1,611,000 円 

平成 19 年度 1,695,000 円 

平成 20 年度 2,758,000 円 

平成 21 年度 2,072,000 円 

平成 22 年度 2,273,000 円 

平成 23 年度 2,374,000 円 

平成 24 年度 2,043,000 円 

平成 25 年度 1,996,000 円 

平成 26 年度 1,766,000 円 

平成 27 年度 1,730,000 円 

平成 28 年度 1,883,000 円（内、ひまわりバス B5燃料使用による費用 189,000 円） 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

使用済み食用油の回収については、家庭からの回収量が平成 23年度以降伸び悩んでいる。 

町内でバイオ燃料の利用が進んでいないため、まずは町の公用車をはじめ公共施設の熱源機器での利用拡

大に努めたい。 

９ 今後の予定・構想 

バイオディーゼル燃料の使用を普及拡大するため、公用車や公共施設に設置されているボイラー等の熱源

機器への使用を推進する。 

ひまわりバスのバイオディーゼル燃料使用に伴い、車体にバイオ燃料使用のステッカーを貼ったひまわり

バスが町内を走ることで、使用済み食用油が有効に活用されていることを住民にアピールできるため、これ

を契機に使用済み食用油の回収量アップを目指す。 

１０ 他団体へのアドバイス 

資源のリサイクル推進や環境にやさしい・環境への負荷が少ない循環型社会の形成を目指したバイオマス

の取組を、いかにして住民に浸透させ、巻き込ませるかを念頭に事業の仕組みを考えた。 

住民にひまわりの栽培や使用済み食用油の回収に協力してもらうことにより、住民と行政の協働で事業を

進める仕組みを形成できた。 

１１ 取組について記載したホームページ 

http://www.town.masaki.ehime.jp/soshiki/4/1313.html 

 


	エントリーシート（バイオディーゼル）.docx

